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水島港セミナー
開催報告

写真／水島港国際コンテナターミナルとその周辺



《特集》水島港セミナー開催報告
東
京
で
水
島
港
セ
ミ
ナ
ー
開
催
!! 

〜
最
寄
り
港
利
用
の
利
点
を
Ｐ
Ｒ
〜

　

平
成
27
年
２
月
４
日
、
東
京
都
中
央
区
日
本
橋
蛎

殻
町
の
ロ
イ
ヤ
ル
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、
１
１
１
の

企
業
・
団
体
か
ら
２
４
０
名
を
超
え
る
多
く
の
方
々
の

参
加
を
い
た
だ
い
て
、
18
回
目
と
な
る
水
島
港
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
の
開
会
に
当
た
り
主
催
者
を
代
表
し
て
、

伊
東
倉
敷
市
長
（
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ａ
副
会
長
）
が
、
国
際
拠
点

港
湾
水
島
港
の
最
新
状
況
や
最
近
の
取
り
組
み
、
ま

た
中
四
国
の
ク
ロ
ス
ポ
イ
ン
ト
に
位
置
す
る
水
島
港
の

利
便
性
な
ど
を
首
都
圏
の
荷
主
、
船
会
社
、
物
流
企

業
等
か
ら
の
参
加
者
に
紹
介
し
、
水
島
港
の
更
な
る

利
用
促
進
を
促
し
ま
し
た
。

　

伊
東
市
長
は
「
全
国
第
９
位
の
取
扱
貨
物
量
を
有

す
る
水
島
港
が
、
ど
の
よ
う
に
変
化
を
し
て
い
る
か
と

い
う
こ
と
を
皆
様
に
お
伝
え
し
た
い
。
今
、
地
方
創
生

と
い
う
事
が
大
変
話
題
に
な
っ
て
い
る
。
岡
山
県
内
の

７.

６
兆
円
の
製
造
品
出
荷
額
の
半
分
の
約
３.

８
兆
円

を
水
島
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
地
帯
で
製
造
し
て
い
る
が
、
そ

こ
を
支
え
る
最
も
重
要
な
基
盤
が
国
際
拠
点
港
湾
の

水
島
港
で
あ
る
。
本
日
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
水
島
港
の

最
新
状
況
を
理
解
し
て
頂
き
、
是
非
、
利
活
用
の
検

討
を
お
願
い
し
た
い
。
」と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
伊
東
市
長
が
『
国
際
拠
点
港
湾
・
水
島
港

の
港
湾
整
備
と
地
域
経
済
の
発
展
』
と
題
し
て
、
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。
ま
ず
、
水
島
港
の
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
と
し
て
、
「
年
間
の
降
水
量
１
ミ
リ
未
満
の

日
数
が
全
国
第
１
位
の
晴
れ
の
国
」
、
「
高
速
道
路
の

ク
ロ
ス
ポ
イ
ン
ト
に
位
置
」
、
「
地
震
等
災
害
発
生
の
少

な
い
温
暖
な
気
候
」
、
「
２
時
間
圏
域
の
人
口
約
１
６

４
０
万
人
」
な
ど
に
加
え
、
全
国
有
数
の
水
島
コ
ン
ビ

ナ
ー
ト
を
背
後
圏
に
有
す
る
優
位
性
を
伝
え
ま
し

た
。

　

次
に
、
水
島
港
の
現
状
と
機
能
強
化
へ
の
取
組
と
し

て
、
国
際
コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
整
備
が
進
み
、
水

深
12
ｍ
耐
震
強
化
岸
壁
を
含
む
３
バ
ー
ス
に
は
ガ
ン
ト

リ
ー
ク
レ
ー
ン
３
基
を
配
備
し
、
コ
ン
テ
ナ
船
３
船
同

時
荷
役
が
可
能
な
こ
と
、
ま
た
４
号
埠
頭
の
自
動
車

専
用
タ
ー
ミ
ナ
ル
で
は
、
特
区
認
定
に
よ
り
ナ
ン
バ
ー

プ
レ
ー
ト
な
し
で
の
走
行
が
可
能
と
な
り
、
三
菱
自

動
車
工
業
㈱
水
島
製
作
所
を
中
心
と
す
る
「
中
四

国
の
完
成
自
動
車
配
送
拠
点
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を

伝
え
ま
し
た
。

　

最
新
情
報
と
し
て
、
新
規
航
路
開
設
に
よ
る
韓
国

航
路
の
デ
イ
リ
ー
化
や
ポ
ー
ト
ラ
ジ
オ
局
が
入
居
す

る
マ
リ
ン
タ
ワ
ー
が
３
月
に
完
成
予
定
で
あ
る
こ
と
、

４
号
埠
頭
隣
接
地
に
ト
レ
ー
ラ
ー
待
機
場
の
整
備
を

進
め
て
い
る
こ
と
な
ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
物
流
拠
点
の
玉
島
地
区
と
生
産
拠
点
の
水

島
地
区
を
結
ぶ
新
高
梁
川
橋
梁
の
開
通
が
２
０
１
６

年
度
末
の
供
用
開
始
予
定
で
あ
り
、
両
地
区
の
移
動

時
間
短
縮
と
物
流
コ
ス
ト
削
減
の
効
果
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し

た
。

　

伊
東
市
長
は
、
こ
う
し
た
水
島
港
の
利
便
性
向
上

を
示
し
た
う
え
で
、
岡
山
県
内
の
輸
出
入
コ
ン
テ
ナ
貨

物
の
水
島
港
利
用
率
が
３
割
程
度
に
と
ど
ま
る
現
状

を
指
摘
し
、
「
目
的
地
に
よ
っ
て
は
、
水
島
港
の
方
が

神
戸
港
の
利
用
に
比
べ
、
海
上
運
賃
は
割
高
に
な
る

も
の
の
、
水
島
港
か
ら
の
距
離
に
よ
っ
て
は
、
陸
上
運

賃
を
削
減
で
き
、
安
く
な
る
場
合
が
あ
る
の
で
、
ト
ー

タ
ル
で
の
比
較
検
討
を
お
願
い
し
た
い
。
」
と
述
べ
、
水

島
港
利
用
を
提
案
し
ま
し
た

　

ま
た
、
創
荷
に
結
び
つ
く
企
業
立
地
へ
の
支
援
制
度

の
紹
介
に
加
え
、
昨
年
10
月
に
は
玉
島
ハ
ー
バ
ー
ア
イ

ラ
ン
ド
に
新
た
に
食
料
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
を
構
成
す
る
企

業
の
立
地
が
決
定
し
て
お
り
、
地
域
経
済
の
活
性
化

と
取
扱
貨
物
量
の
増
加
が
期
待
さ
れ
る
こ
と
を
説
明

し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
倉
敷
で
創
業
し
、
世
界
に
誇
れ
る
多
く
の

商
品
を
玉
島
工
場
で
製
造
し
て
い
る
株
式
会
社
ク
ラ

レ
倉
敷
事
業
所
の
林
洋
秀
所
長
が
、
『
水
島
港
と
ミ

ラ
バ
ケ
ッ
ソ
』
と
題
し
て
講
演
を
行
い
、
水
島
港
に
立

地
す
る
同
社
の
主
力
工
場
や
事
業
概
要
な
ど
を
紹

介
し
ま
し
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
後
に
開
催
さ
れ
た
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
で
は
、
伊

東
市
長
か
ら
「
首
都
圏
か
ら
本
社
機
能
を
移
転
し
て

頂
け
る
よ
う
な
街
づ
く
り
や
港
づ
く
り
に
努
め
た

い
。
」
と
挨
拶
が
あ
り
、
逢
沢
一
郎
衆
議
院
議
員
、
池

田
道
孝
衆
議
院
議
員
、
加
藤
勝
信
衆
議
院
議
員
、

橋
本
岳
衆
議
院
議
員
、
石
井
正
弘
参
議
院
議
員
、

谷
合
正
明
参
議
院
議
員
、
中
塚
周
一
岡
山
県
議
会

議
員
、
村
瀬
勇
人
水
島
港
運
協
会
会
長
、
中
谷
庄

吾
水
島
港
運
協
会
副
会
長
に
ご
挨
拶
を
頂
き
な
が

ら
、
水
島
港
の
利
用
促
進
に
つ
い
て
、
和
や
か
な
雰
囲

気
の
中
で
多
く
の
関
係
者
が
情
報
や
意
見
交
換
を
行

い
ま
し
た
。

レセプション会場の様子

伊東市長による水島港利用促進提案

村瀬水島港運協会会長挨拶 伊東倉敷市長挨拶中谷水島港運協会副会長挨拶

林㈱クラレ倉敷事業所長講演の様子

倉敷市出展ブース①倉敷市出展ブース②倉敷市出展ブース③



　

水
島
港
と
韓
国
の
釜
山
港
と
を
結
ぶ
、
新

規
国
際
定
期
コ
ン
テ
ナ
航
路
が
、
平
成
27
年

１
月
と
３
月
に
相
次
い
で
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
平
成
27
年
１
月
26
日
に
、
週
１
回

（
月

曜

日

）
寄

港

す

る
韓

国

の
船

社

「NA
M

S
U

N
G

 S
H

IP
P
IN

G
 C

O
.,L

T
D

.

（
南

星
海
運
㈱
）
」
所
有
の
「M

E
R

R
Y

 S
T

A
R

（
積

載
能
力
３
４
２T

E
U

）
」
が
初
入
港
し
ま
し

た
。

　

初
入
港
に
あ
た
り
開
設
記
念
式
が
開
催
さ

れ
、
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ａ
か
ら
ジ
ョ
ン
・
ソ
ン
チ
ョ
ル
船
長
に

花
束
を
贈
呈
す
る
と
と
も
に
、
県
・
倉
敷
市
・

水
島
港
国
際
物
流
セ
ン
タ
ー
㈱
・
取
扱
代
理

店
の
日
本
通
運
㈱
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
記
念
品
を

贈
り
お
祝
い
し
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
日
本
総
代
理
店
で
あ
る
南
星
海

運
ジ
ャ
パ
ン
㈱
の
平
田
優
治
代
表
取
締
役
副

社
長
が
「
長
年
待
望
し
て
き
た
航
路
が
実
現

し
た
。
独
自
の
配
船
を
す
る
こ
と
で
、
よ
り
一

層
水
島
港
に
貢
献
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。
」

と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
平
成
27
年
３
月
４
日
に
は
、
週
１

回
（
水
曜
日
寄
港
）
寄
港
す
る
日
本
の
船
社

「
カ
メ
リ
ア
ラ
イ
ン
㈱
（
本
社
：
福
岡
県
福
岡

市
）
」
所
有
の
「PR

O
T

E
U

S

（
積
載
能
力
６
５

０T
E

U

）
」が
初
入
港
し
ま
し
た
。

　

開
設
記
念
式
で
は
、
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ａ
か
ら
ラ
ト
・
レ

オ
ナ
ル
ド
・
ト
レ
ド
船
長
に
花
束
を
贈
呈
す
る

と
と
も
に
、
県
・
倉
敷
市
・
水
島
港
国
際
物
流

セ
ン
タ
ー
㈱
・
取
扱
代
理
店
の
中
谷
興
運
㈱

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
記
念
品
を
贈
り
お
祝
い
し
ま

し
た
。

　

式
で
は
、
運
航
船
社
の
佐
藤
潔
代
表
取
締

役
社
長
が
「
既
存
航
路
の
再
編
に
伴
い
、
コ
ン

ビ
ナ
ー
ト
企
業
貨
物
が
見
込
め
、
高
速
道
路

等
の
ア
ク
セ
ス
の
良
い
水
島
港
へ
の
寄
港
を
決

め
た
。
」と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
新
規
航
路
の
開
設
に
伴
い
、
水
島

港
か
ら
の
国
際
定
期
コ
ン
テ
ナ
航
路
は
、
３
ヶ

国
１
地
域
17
航
路
と
な
り
ま
し
た
。
特
に
韓

国
航
路
で
は
、
月
曜
日
か
ら
土
曜
日
ま
で
の

毎
日
運
航
で
週
10
便
と
な
り
、
水
島
港
の
利

便
性
が
一
段
と
高
ま
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　

相
次
ぐ
新
規
航
路
の
開
設
は
、
充
実
し
た

港
湾
機
能
と
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
企
業
を
背
後
圏

に
持
つ
水
島
港
の
優
位
性
が
評
価
さ
れ
た
こ

と
、
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
の
水
島
港
代
理
店
の
営

業
活
動
と
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ａ
に
よ
る
ポ
ー
ト
セ
ー
ル
ス

活
動
の
成
果
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
Ｍ

Ｉ
Ｔ
Ａ
で
は
、
今
後
も
引
き
続
き
岡
山
県
や

倉
敷
市
等
と
連
携
し
な
が
ら
、
ポ
ー
ト
セ
ー

ル
ス
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

韓国航路に新規航路開設相次ぐ

カメリアライン㈱記念式の様子 南星海運㈱記念式の様子



玉島ハーバーアイランドにマリンタワーが完成しました！

マリンタワーからの眺望

業務風景

マリンタワー竣工に際して
株式会社東洋信号通信社　神村　尚史

弊社は、みずしまポートラジオ開局当初からポートラジオ局の通信業務を受託し、平成１５年からは水島港ポートナ

ビサポート事業として水島港航行管理支援業務も受託しています。私たちは２４時間３６５日、船舶の航行予定とリア

ルタイムの動静を総合的に把握し、港湾利用者及び関係船舶への的確な情報提供を行い、水島港の安全且つ

効率的な港湾運営をサポートして参りました。

マリンタワー移転後は、今まで監視カメラを用いて船舶の動静把握を行っていた玉島ハーバーアイランドの周りが目

視で確認できる様になり、今まで以上に正確な船舶の動きを捉えることが可能となりました。今後は、玉島ハーバー

アイランドに食料コンビナート企業立地が決定し、水島港を利用する船舶の増加が見込まれることとなりますが、航

行管理支援業務を基に情報提供を充実させ、船舶の安全運航に寄与していきたいと考えています。更には『頼り

になる』ポートラジオを目指し、港湾関係各所と連携を密にして、皆様と共に安全で使いやすい水島港を実現して

いきたいと思います。

　

ポ
ー
ト
ニ
ュ
ー
ス
51
号
で
お
知
ら
せ

し
て
い
た
マ
リ
ン
タ
ワ
ー
（
鉄
骨
造
６
階

建
て　

延
床
面
積
５
１
２
㎡
）
が
平
成

27
年
３
月
に
完
成
し
、
４
月
か
ら
利

用
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

マ
リ
ン
タ
ワ
ー
の
１
・
２
階
に
は
、
国

際
コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル
内
で
働
く
皆

様
の
た
め
の
ト
イ
レ
や
休
憩
所
を
新

た
に
設
け
る
と
と
も
に
、
５
・
６
階
に

は
、
「
国
際
海
上
Ｖ
Ｈ
Ｆ
水
島
海
岸
局

（
ポ
ー
ト
ラ
ジ
オ
局
）
」
が
倉
敷
市
下

津
井
の
三
百
山
山
頂
か
ら
移
転
入
居

し
て
い
ま
す
。

　

玉
島
ハ
ー
バ
ー
ア
イ
ラ
ン
ド
近
辺
に

は
、
港
則
法
上
の
航
路
や
法
律
に
よ

る
航
路
規
制
も
な
い
た
め
、
港
内
交

通
の
情
報
を
集
め
、
通
行
船
舶
・
港

内
交
通
信
号
な
ど
必
要
な
情
報
を

利
用
す
る
船
舶
へ
提
供
し
、
港
内
交

通
を
円
滑
に
行
う
「
ポ
ー
ト
ラ
ジ
オ

局
（
み
ず
し
ま
ポ
ー
ト
ラ
ジ
オ
）
」
の
存

在
は
必
要
不
可
欠
な
も
の
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
は
、
玉
島
地
区
の
動
静
把

握
を
カ
メ
ラ
に
よ
り
行
っ
て
い
ま
し
た

が
、
こ
の
た
び
の
移
転
に
よ
り
、
目
視

で
状
況
を
確
認
で
き
る
こ
と
、
ま
た

港
湾
運
営
会
社
で
あ
る
水
島
港
国
際

物
流
セ
ン
タ
ー
や
タ
ー
ミ
ナ
ル
内
で

業
務
し
て
い
る
代
理
店
と
の
情
報
の

や
り
取
り
を
密
接
に
行
え
る
こ
と
に

な
り
、
船
舶
の
受
け
入
れ
体
制
や
荷

役
状
況
の
確
認
、
後
船
へ
の
適
切
な
タ

イ
ミ
ン
グ
で
の
指
示
な
ど
ロ
ス
の
な
い

タ
ー
ミ
ナ
ル
運
営
が
期
待
で
き
、
航

行
安
全
性
が
格
段
に
向
上
し
ま
す
。

　

玉
島
ハ
ー
バ
ー
ア
イ
ラ
ン
ド
で
の
ハ
ー

ド
整
備
に
併
せ
て
、
こ
う
し
た
労
働

環
境
や
航
行
安
全
の
向
上
な
ど
の
ソ

フ
ト
整
備
を
進
め
る
こ
と
で
、
よ
り
使

い
や
す
い
港
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま

す
。
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TOPICS 

一般国道２号玉島・笠岡道路Ⅰ期開通

開通パレード式典で挨拶する
水島港インターナショナルトレード

協議会須江副会長

　

国
土
交
通
省
が
整
備
し
て
い
る
国

道
２
号
バ
イ
パ
ス
「
玉
島
笠
岡
道
路
」

の
う
ち
、
Ⅰ
期
区
間
（
倉
敷
市
玉
島

阿
賀
崎―

浅
口
市
金
光
町
佐
方
、

４.

５
キ
ロ
）
が
平
成
27
年
３
月
29
日

に
暫
定
２
車
線
で
開
通
し
、
記
念
式

典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
開
通

で
、
渋
滞
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
唐
船
交

差
点
を
経
由
せ
ず
に
通
行
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。 

　

玉
島
笠
岡
道
路
は
、
倉
敷
市
西
部

か
ら
の
水
島
臨
海
工
業
地
帯
や
玉

島
ハ
ー
バ
ー
ア
イ
ラ
ン
ド
へ
の
ア
ク
セ
ス

道
路
で
あ
り
、
こ
の
道
路
整
備
に
よ

り
交
通
網
が
一
層
充
実
す
る
こ
と
と

な
り
、
輸
送
の
定
時
性
が
向
上
す
る

な
ど
、
物
流
の
効
率
化
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

　

高
梁
川
を
渡
る
新
た
な
物
流
ル
ー
ト
が
構
築
さ
れ
、
輸
送
コ
ス
ト
の
低
減

や
交
通
量
の
分
散
化
に
よ
る
慢
性
的
な
渋
滞
の
緩
和
に
寄
与
す
る
「
新
高

梁
川
橋
梁
」
の
整
備
が
、
国
土
交
通
省
中
国
地
方
整
備
局
宇
野
港
湾
事
務

所
に
よ
り
、
平
成
28
年
度
末
の
供
用
開
始
に
向
け
て
着
々
と
進
ん
で
い
ま
す
。

　

左
の
写
真
で
、
渡
河
部
上
部
工
に
お
け
る
、
台
船
を
使
用
し
た
橋
桁
の
一

括
架
設
工
事
の
状
況
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

今号の表紙 水島港国際コンテナターミナル内に完成したマリンタワーの外観写真です。

新
高
梁
川
橋
梁
の
整
備
が
進
ん
で
い
ま
す
。

起重機船

長さ69m　重さ396.4t

（吊上能力：2,050t）

作業ヤードで製作した橋桁を台船に積み込みます。潮汐の干満を利用し架設します。

台船に積み込み。
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